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しずおか                                           ２０１７年 １２月 ２５日         

県勤協連ニュース             ３２８号 
                     

静岡県勤労者協議会連合会 

                    TEL・FAX 054-273-5130 

          ホームページ   http://www.kinrokyo.net/shizuoka/ 

                 Ｅ－メールアドレス shizuoka@kinrokyo.net 
 

 

２０１７年度静岡県勤協連第４回幹事会 
 
 県勤協連は１２月１５日（金）１５：００から清水地域勤労協事務所にて第４回幹事会を開催し、

当面する課題と活動を決定しました。その内容は次の通りです。 

 

議  題 

１．日本勤労協東海・北陸ブロック幹事会の報告について 

  １２月１２日（火）１３：００から福井県連事務所で幹事会を開催し、次の内容について確認し

ました。 

（１）東海・北陸ブロック第１２回総会の開催 

  ①日 時 ２０１８年５月２７日（日）１４：００～２８日（月）１１：３０ 

  ②場 所 東尋坊温泉「三国観光ホテル」℡０７７６－８１－３１１１ 

       福井県坂井市三国町緑ヶ丘４－４－８ 

  ③参加費 １泊２日 １３，０００円 

  ④参加数 静岡県１０名 富山県１５名 石川県２２名 福井県３０名 総数７７名 

       （静岡県内訳 東部ブロック３名 中部ブロック４名 西部ブロック３名） 

  ⑤任務分担 

   総会議長   石川県 

   主催者挨拶  藤田ブロック会長（石川県） 

   地元歓迎挨拶 福井県 

   来賓挨拶   日本勤労協  

社民党福井県連合  

福井県平和センタ－ 

   議案提案   宮下ブロック事務局長（福井県） 

   記念講演   自殺したらあかん 

（東尋坊のちょっと待ておじさん） 

   講  師   茂 幸雄 氏 

   第１分散会座長・書記 富山県  

第２分散会座長・書記 石川県 

（２）会計報告 

（３）役員の連絡体制の確認 

（４）次回幹事会 ２０１８年３月２７日（火）１３：００ 

 

２．第５５回県政懇談会の開催について 

（１）日  時 ２０１８年２月６日（火）１３：３０～１５：３０ 

（２）場  所 県庁本館４階 議会４０１会議室 

（３）内  容 関係当局との意見交換会 
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（４）日  程  

  １１：００～１２：００ 要望書の内容について打合せ（労政会館会議室） 

  １２：００～１２：４５ 昼食（弁当用意） 

  １２：４５～１３：２０ 県庁本館へ移動 

  １３：２０       幹事以外の参加者は県庁東館２階ロビ－に集合 

  １３：３０～１３：４０ 要望書提出 要望書に関する趣旨説明 

  １３：４０～１４：１０ 要望書第１項 働き方改革実行計画 

  １４：１０～１４：４０ 要望書第２項 地域包括ケアシステムの構築 

  １４：４０～１４：５０ 休憩 

  １４：５０～１５：２０ 要望書第３項 持続可能なエネルギ－導入施策 

  １５：３０       閉会 

（５）要望書案 別紙 

（６）参加人員 

  伊豆の国市４名 三島市３名 清水町３名 富士市３名 清水地域４名 

  静岡地区４名 焼津市２名 掛川市３名 袋井市３名 事務局１名 計３０名 

  ※参加者氏名を１月２６日（金）までに県連事務局に報告してください。 

 

３．２０１７年度東部ブロック研究集会の開催について 

２０１８年３月上旬、三島市勤労協が担当する。詳細は別途。 

 

 

２０１７年度静岡県労福協第２回幹事会 
  
県勤協連が加盟する県労福協の幹事会が１２月２０日（火）１５：００からロッキ－センタ－で開

催されました。 

幹事会でははじめに、池冨理事長の挨拶と、大滝専務理事から報告事項の説明と、理事会審議事項

①２０１８年度県労福協会費 ②勤労者総合美術展の開催終了について、提案がありました。 

続いて、各種福祉事業団体からの報告と、特別講義『あの頃とは変わった今の大学事情～今の大学

生の実態は？～』と題して、ふじのくに地域・大学コンソーシアム 山本六三氏から講演を受けまし

た。 

幹事会終了後、理事・監事・幹事全員により、静岡駅前・地下道等で[生活底上げ・共助拡大キャン

ペーンティッシュ]を３０００個配布しました。 

 

 

静岡県平和国民運動センタ－第２５回定期総会開催 
  
平和運動や護憲活動を連帯するなど、県勤協連と友好関係のある県平和国民運動センタ－の第２５

回定期総会が１２月１４日（木）１３：３０から静岡労働会館で開催されました。 

 総会では、県護憲運動の推進、「戦争をさせない１０００人委員会静岡」と連帯し、集団的自衛権

行使を阻止、米軍再編反対・辺野古基地建設反対、脱原発・原子力政策の根本的転換を求める闘い、

各種カンパニア組織との連携を図る取り組み等の運動方針を決定しました。 

 新役員は以下の通りです。 

 会長  渡邉敏明（自治労） 

 副会長 糸賀誠（県教組） 田中洋佑（県私鉄） 原科臣孝（自治労） 

 事務局長 鈴井孝雄（事務局） 
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☆三島市勤労協 

秋の会員親睦会バス旅行 

～埼玉秩父まつり会館・酒づくりの森・長瀞ライン下りの旅～ 

三島市連合勤労協では１１月２５日（土）に会員親

睦会として、埼玉秩父まつり会館、酒づくりの森、

長瀞ライン下りの旅を実施しました。 

当日はこれ以上ないような秋晴れの好天に恵まれ

て一路晩秋の秩父へまつり会館は日本三大曳祭の一

つで、秩父の夜祭の資料や実演で紹介する展示館は

迫力がありました。続いて訪ねたのは酒づくりの森

では美しい森に囲まれ地酒（秩父錦）の飲酒に舌打

ちしました。旅の終りは国の特別天然記念物に指定

されている秩父長瀞の岩畳の中を、船はゆっくりと

時にはスリリングに秋の渓谷美をめでながらの楽し

いライン下りでした。 

            （通信員 山田信昭） 

 

☆静岡地区勤労協 

第３回幹事会・忘年会を開催しました 

 １２月１６日(土)１７時３０分から駿河区「岩井屋」で第３回幹事会及び忘年会を開催して、1 年

の活動を慰労しました。静岡地区勤労協では月１回土曜日に弁護士及び現・元市会議員による無料法

律・生活相談を開催しています。どんな相談でも受け付けています。ご近所、お知り合いの方にご紹

介してください。 

 ◆相談日 １月２７日（土） ２月２４日（土） ３月２４日（土） 

 ◆時間  １４：００～１６：００ 

 ◆会場  静岡労政会館４階会議室（葵区黒金町５－１） 

 ◆弁護士 増本雅敏弁護士 

 ◆世話人 勤労協より交代で２名出席 

（通信員 福井 豊） 

☆袋井市勤労協 

市政懇談会 勤協会議室で開催 

 

１１月２６日 （日） 9時 30分～勤協会館会議室で、市政懇談会を開催しました。原田市長・鈴木

産業環境部長・村田産業政策課長・内野係長と勤協会員２３名が参加しました。 

鈴木部長の講話に続き、村田課長から提出済み要望書の回答があり、それに対する質疑応答も行い

ました。 

更に新たなお願いもしました。 

以下回答書の報告をします。 

各地区活動報告 
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１．防災対策 

①土砂災害指定区域の対策は。 

回答:県が警戒区域、特別警戒区域に指定した箇所の位置図、勧告時の連絡体制、避難場所を記載

した「ハザードマップ」を作成し関係者に配布周知を図っています。擁壁など県と連携し推進して

います。 

 

②水道管老朽化対策は。 

回答:第２次耐震化計画Ｈ２６～４

５年度中に基幹管路の６６％を。現

在３８％８５㎞済。重要施設へ通じ

る管路を優先して整備している。進

展状況は年１～２％で整備費は水

道料金の一部からです。 

 

③災害時等の給水車の配置計画。 

回答:地震発生から３日目までは人命救助を優先し各家庭の備蓄飲料水、自主防、災害拠点施設等

の自己貯水での給水を。４日目から①災害拠点病院②拠点施設③避難所等の優先順位で給水車によ

る運搬給水を実施、１ヶ月を目途に現状復旧を行う。 

 

２．介護関係  

①要介護時の備え、対策は。 

②市内の高齢者施設の一覧表を。 

回答:サービスの利用には認定手続きが必要。 地域包括支援センター・役所市民課・総合健康セ

ンター・地域包括ケア推進課・支所市民サービス課へ相談して下さい。 

「介護予防・日常生活支援総合事業がスタートします！」「よくわかる介護保険 サービスの利用

まで」「市内介護サービス事業所一覧」のパンフは市役所等で頂くことができます。 

 

３．待機児童の数は。又、幼保園設置計画は。 

回答:保育施設の定員を１２４人

拡大しましたが、Ｈ２９年度申込

者が前年比９１人増で、待機児童

数は２７人と成っています。民間

認可施設の新設支援、既存小規模

保育所の定員見直しなどで、早期

の待機児童の解消を目指します。

本年度は「笠原こども園」を開園、

めいわ月見保育園、民間小規模保

育所３園が新設されました。 

４．交通安全対策 

①田端６号線に横断歩道を 

回答:手続き上、地元自治会長から袋井警察署長への要望書提出が必要。その後県公安委員会が

必要性を判断し、袋井警察署が設置します。 

②親水公園に車止めを。 

回答:移動式のバリケードを設置してあるが、河川管理道側には設置してない所もあり、容易に

進入できない車止めの設置を検討します。 

 

５．白雲荘の使用について 

回答:現在シニアクラブなど高齢者の方々の交流活動が活発に行われています。市内各施設は昭

和５０年代に造られた物が多く、施設の集約化で管理費の削減を図っています。白雲荘は最小限

の修繕にとどめるなど管理費の縮小を図り、使用期間の少しの延長も視野に入れ、移転予定先、
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時期の検討をしていきたい。 

（現在シニアクラブと検討中です。） 

 

６．高齢者の運転免許証返納後について 

①移動手段と対策は。 

回答:民間路線・自主運行・地域運行バス・デマンドタクシーにより移動手段の確保に努めてい 

ます。社会福祉協議会で運転ボランティア、ファミリーサポートセンターで外出支援等の相互援助

活動を実施している。より良い地域交通のあり方を検討していきます。 

②自主返納者への特権は。 

回答:運転経歴証の発行手数料５００円を交通安全協袋井支部で助成しています。県タクシー協会

加盟事業所では１割の運賃割引を提供しています。市では経歴証の発行手数料の無料化を県市長会

を通じて要望しています。今後交通安全協袋井支部と同額の発行手数料の助成、タクシー運賃の１

割引を検討していきます。 

 

③デマンドタクシーの問題点と拡大計画は。 

回答:宇刈、浅羽南地区で運行している。 運賃・予約方法見直し、増便の結果利用登録者は増加

し、浅羽南２５～３０人が６０人、宇刈１０人が２６人です。 実施地域の拡大は２地区の利用実

態を分析した上で検討していきます。 

（未報告分は次号掲載、回答は要約しました） 

 

昇仙峡バスツアー  

 

１１月１２日（日）天候に恵まれ、３２名の参加者を乗せたバスは

定刻に出発し、一路山梨県を目指す。 

昼食場所「里の駅・いちのみや」では、先ずは昼食と野菜・果物の

買い物を。すでに満腹の皆さんは、次のブドウ園での皿盛のぶどうは

袋に移し替えお土産としました。 

車窓からの紅葉を楽しみながら目指すは、秩父多摩甲斐国立公園の

昇仙峡。色鮮やかな紅葉と渓谷美を満喫しました。 添乗員さんの先

導で仙娥滝（写真）へ。 脚力に自信のある人は、更に下り石門、モ

ミジの回廊を往復。 散策は１Ｈという短い時間でしたが、それぞれ

が楽しい時間を過ごしました。 

帰路は、お楽しみのビンゴゲームと「釣りバカ日誌」のビデオで無事袋井到着。 皆さん沢山のお

土産を抱えて帰宅の途につかれました。 

 

第３回「歌声喫茶」開催  
 

１１月２０日歌声喫茶を勤協会館で開

催しました。 飲み物、茶菓子を摘みな

がら懐かしい曲目をみんなで合唱しまし

た。楽しい時間は、毎月・毎週でもいい

ですね。 

でも残念１２月はお休み。自習をお願

いします。 

 

(参加者募集) お正月を生花で華やかに 

お正月の玄関や和室を艶やかに演出するフラワーアレンジメント作り講座を開催します。指定店「み

ずのフラワー」水野緑彩先生が、今年も丁寧に教えて下さいます。毎年親子（小学生と共に）で参加

される方もあり、初心者も大歓迎です。年齢制限はありませんので、お友達を誘ってご参加下さい。 
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◆開催日時 12月 28日（木）午後 5時より  

◆勤協会館会議室 参加費 2.500円 

※はさみご持参ください。お持ちでない方は、主催者で用意します。 

※先生製作の完成品も同価格で販売。 

◆申込みは１２月２４日迄に事務職員へ   

参加費は当日集金させて頂きます。 

（袋井勤協ニュース ＮＯ．４２８より） 

 

 

 

 

 

 

 

 


